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(57)【要約】
【課題】広告語のあいまいさに関する問題を解決する。
【解決手段】コミュニティに基づき広告語あいまいさ除
去を行うための、コンピュータにより実行されるシステ
ムであって、デジタル情報の前記記事と、各々が社会的
コミュニティに関連させられた複数の社会的インデック
スとを含み、前記社会的インデックス各々が、それぞれ
前記記事の一又は二以上の関連するトピックを含んでお
り、プロセッサと該プロセッサによって実行されるコー
ドを格納するメモリとを備えるコンピュータが備えられ
、前記コンピュータは、前記社会的インデックスに基づ
いて広告内容に最も密接に適合する類似性を表示する前
記社会的コミュニティを選択する社会的インデックス付
与モジュールと、選択された前記社会的コミュニティの
前記社会的インデックス内に備えられた前記トピックに
関連した前記記事と共に前記広告内容を配置する広告処
理モジュールと、を備えることを特徴とするシステム。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コミュニティに基づき広告語あいまいさ除去を行うための、コンピュータにより実行さ
れるシステムであって、
　デジタル情報の前記記事と、各々が社会的コミュニティに関連させられた複数の社会的
インデックスとを含み、
　前記社会的インデックスの各々が、それぞれ前記記事の一又はそれより多くに関連する
トピックを含んでおり、
　プロセッサと該プロセッサによって実行されるコードを格納するメモリとを備えるコン
ピュータが備えられ、
　前記コンピュータは、前記社会的インデックスに基づいて広告内容に最も密接に適合す
る類似性を表示する前記社会的コミュニティを選択する社会的インデックス付与モジュー
ルと、
　選択された前記社会的コミュニティの前記社会的インデックス内に備えられた前記トピ
ックに関連した前記記事と共に前記広告内容を配置する広告処理モジュールと、
　を備えることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　それぞれの社会的コミュニティに対して、広告内容を適合させる適合サブモジュールを
さらに含み、前記適合サブモジュールは、
　前記社会的コミュニティに関連する前記社会的インデックス内に含まれるれる前記トピ
ックに関連する前記複数の記事を、前記社会的コミュニティの特徴によって、特徴付ける
特徴判断サブモジュールと、
　社会的コミュニティに対して、前記広告内容及び前記社会的コミュニティの特徴の類似
性を評価する評価サブモジュールと、
　を備える適合サブモジュールをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項３】
　複数のオンライン広告主から広告内容の配置に対する複数の入札を受け取り、それぞれ
の前記オンライン広告主に関する前記広告内容を前記社会的コミュニティに適合させ、落
札した入札に含まれる前記広告内容のみを配置する適合サブモジュールをさらに備えるこ
とを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記広告内容は、オンライン広告主に申し込まれる、少なくとも一つの製品及びサービ
スの情報サンプルの記述を含むことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、概して、オンライン広告に関し、特にコミュニティに基づく広告語あいまい
さ除去システム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　オークションに基づく検索広告が、オンライン広告の市場で優位を占めている。Ｙａｈ
ｏｏ！Ｉｎｃ．，Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ，ＣＡによって主唱されたもののような、ダイレク
ト広告セールスは、ささやかな成功を収めただけである。このモデルでは、商業的バナー
広告がウェブページに掲載され、ユーザのトラフィックをリンクされた広告主のウェブサ
イトに導くようにされていた。しかしながら、この方法は、不必要なコストがかかり、価
格に関する透明性が欠けていた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　広告オークションは、オンライン広告をリアルタイムに近い広告主間競合に開放するこ
とによって、価格についての障害を除去した。例えば、その開示が引用により組み入れら
れる、２００１年９月４日に特許された米国特許第６，２８５，９８７号は、計算エージ
ェントを用いて、広告からのキーワードをウェブサイトに対し符合させることによってス
ペースを獲得することを開示している。同様に、Ｙａｈｏｏ！によるサービスであるＯｖ
ｅｒｔｕｒｅは、最初にオンライン検索を広告と一体化するものであった。Ｏｖｅｒｔｕ
ｒｅは又、検索クエリに広告を適合させるようにした取得メカニズムを用いている。それ
以降、別の手法も開発されてきた。例えば、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｉｎｃ．，Ｍｏｕｎｔａｉｎ
　Ｖｉｅｗ，ＣＡにより提案されたＡｄＳｅｎｓｅは、オークションによる決定に応じて
、広告をウェブページの異なる部分に配置する。オンライン広告に適合させるために用い
られるキーワードを得ようとする広告主、若しくは広告が、ウェブページの内容に対して
適合している一般的な検索クエリに関連させられる。
【０００４】
　目標を持たない広告は、含まれる内容に関係なく、ウェブページ上に広告を配置するも
のであり、目標を持った広告は、密接な関係があるとみなされる広告のみを配置するもの
である。最近、クリック率の低下傾向に応じて、効果的な広告の目標付けが新しい役割を
もつようになった。例えば、２００７年１１月１２日発行のＢｕｓｉｎｅｓｓ　Ｗｅｅｋ
の３８ページに記載されたＨｏｌａｈａｎ，Ｃ．による“広告が多すぎるため、クリック
が僅かになる”によると、２００６年には、Ｙａｈｏｏ！、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ及びＡＯ
Ｌのような、主要なウェブポータルのあて先に対する、目標を持たないバナー広告のクリ
ック率は、０．７５％から０．２７％に落ち、バナー広告に対するウェブ全体での平均ク
リック率は、約０．２％に過ぎなかった。このクリック率の落ち込みによって、目標を持
った広告に対する関心が高まってきた。
【０００５】
　それにも関わらず、オンライン広告を効果的に目標付けすることは、困難なままである
。図３から８を参照して以下で説明されるように、例えば、ルータのような本質的にあい
まいな単語は、異なる市場を区別してオンライン広告を適切に目標付けするのに十分な内
容を欠如している。そのために、従来の手法は、組み合わせられるキーワードの全てをウ
ェブページが含むようにし、ウェブページの各々に配置するためにキーワードの組み合わ
せを採用する。しかしながら、効果的な組み合わせを最初に特定し、次いで、効果を確認
するためには、多数回のオークションによって評価をしなければならないので、言葉の組
み合わせは、事業費用を増加させ、追加的な複雑性を生み出す。
【０００６】
　効果的な目標付けは又、広告の市場価格決定、及び、活動性に影響を与える。合理的な
広告主は、真正の製品及びサービスに結び付いたキーワードを取得しようとする。一方で
、広く“スパマー”と呼ばれる非道徳的な広告主は、あまり知られていないキーワードを
探す。このあまり知られていないキーワードは、取得が容易であり、実際に用いられるキ
ーワードとは無関係な偽者の広告、若しくは、“スパム”広告の配置を可能にする。その
ような広告は、十分な競争のない場所に存在する。反対に、オークションの価格が高過ぎ
る場合には、人工的に取得額が吊り上げられた価値あるキーワードが存在する市場におい
て見られるように、オンライン広告は、一般に開放されず、見捨てられてしまう。経験の
ない取得希望者は、金銭上の損失によって排除されるまで、価格の吊り上げを継続してし
まう。その結果として、経験豊富な広告主が、特定ユーザのコミュニティに関与するか、
若しくは、これら広告主のキーワードを調整することによって、市場を分割するようにな
る。
【０００７】
　最後に、一つのウェブページでは、目標付けのための唯一の基準とするには、間違いを
生じ、正確性が不十分であることがわかる。目標付けの論理が、特定のウェブページの内
容のみに基づいている場合には、広告のターゲッティングをするキーワードに対し誤った
て肯定判断をし、不適切若しくは役立たない広告の場所に導くことになる、という問題が
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発生する。従来の手法は、キーワードを組み合わせることによって、誤った肯定判断をす
る率を下げ、極端に広い範囲にわたるトピックを持つコミュニティに関与することを避け
ており、これは、広告機会を逃す危険を伴う。したがって、効果的な目標付けは、ウェブ
ページの内容以上に熟慮する必要があり、従来の方法では、依然として不十分である。
【０００８】
　例えば、その開示が引用により組み入れられる、２００１年７月３１日に特許された米
国特許第６，２６９，３６１号は、検索エンジンによって生成された検索結果リスト上の
位置に影響を与えるためのシステム及び方法を開示している。ウェブサイトのプロモータ
は、検索結果リスト作成のための検索リスト記載を定義し、プロモータのウェブサイトに
関連する検索語を選択し、インターネット検索エンジン上における検索リスト記載の位置
に影響を与えるようにすることができる。代替的な検索語を提案してもよい。続いて、ユ
ーザが、検索語を入力するときには、検索エンジンは、取得希望額若しくはランク値のよ
うなパラメータによって影響を受けた配置で、プロモータのリスト記載を用いて、検索結
果のリストを生成することができる。しかしながら、検索語は、検索結果のリストによっ
て提示され、不適切な場所の影響を受けた特定のウェブの内容に、強く結び付くことが予
想される。
【０００９】
　その開示が引用により組み入れられる、２００４年３月２５日に公開された米国特許公
開番号第２００４／００５９７０８号は、関連性のある広告を行う方法及び装置を開示す
る。目標文書の内容を分析することによって、広告に関する目標付け情報を特定し、トピ
ックのリストを特定する。目標付け情報をトピックのリストと比較し、広告がターゲット
ドキュメントに関連するか否かを判断する。しかしながら、取得希望がトピックによって
受け入れられるとしても、このトピックは、典型的には、他の誰かによって定義され、エ
ラーを持つことがあり、しばしば不正確である。同様に、本質的にあいまいな言葉がある
と、悪い配置になることがある。
【００１０】
　その開示が引用により組み入れられる、２００７年１１月１９日に公開された米国特許
公開番号第２００７／０２６０５０８号は、階層化した構造によって情報をリスト化する
ように広告を編成することを開示している。価格と価格決定のルールは、階層内にあるノ
ードに割り当てられる。希望価格が、ノードのレベルに応じて提示され、ウェブコンテン
ツ及び広告は、階層的な構造の中で提供される。階層的な構造及びモードのラベルが通知
なく変更されている場合であっても、広告主は、申し込み時に、ノード・階層アプローチ
に切り替えなければならず、従って、申し込みを意味のないものにする。用語の持つあい
まいさの問題は、解決されない。
【００１１】
　また、ユーザの場所、訪問したウェブページの内容、及び検索履歴のような、ユーザの
プロフィール情報が、目標付けを向上させるために用いられてきた。ユーザの情報を、目
標付けプロフィールとして、永続的に格納することが可能である。代わりに、ユーザの興
味を紹介するために、複数回ウェブサイトを訪問したという情報を集めることが可能であ
る。しかし、プライバシーの提唱者が、連邦規定に申し立てを開始することによって、近
年、強調されるように、プロフィール情報の利用は、違反的な侵害行為であると考えられ
ることがある。
【００１２】
　例えば、その開示が引用により組み入れられる、２００１年９月４日に公開された米国
特許番号第６，２８５，９８７号は、インターネット広告システムを開示している。中央
サーバが、どの広告を特定の閲覧者に表示すべきかを決定するために役立つウェブサイト
の特徴、及び、その他の情報のような閲覧者に関する情報及び広告を格納する。前記その
他の情報には、購買層の情報、及び様々な時間において閲覧者がアクセスしたサイトの内
容に関する情報を含む。広告主の入札は、ユーザのプロフィールの特徴に基づいて、リア
ルタイムで評価される。
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【課題を解決するための手段】
【００１３】
　一実施形態は、コミュニティに基づく広告語のあいまいさ除去のための、コンピュータ
によって実施されるシステム及び方法を提供する。社会的なコミュニティの各々に関連す
るデジタル情報の記事及び複数の社会的インデックスが維持される。それぞれの社会的イ
ンデックスは、各々一又はそれより多い記事に関連するトピックを含む。広告する内容に
最も密接に適合した類似性を示す社会的コミュニティを、社会的インデックスに基づいて
選択する。選択された社会的コミュニティの社会的インデックスに含まれるトピックに関
連する記事を持つ広告内容が、配置される。
【００１４】
　別の実施形態は、後述の詳細な記載からこの分野における当業者には、容易に明らかに
なるであろう。この詳細な記載には、意図されたベストモードを説明するための実施形態
が記載されている。ここで理解されるように、本発明の思想及び範囲から外れることなく
、別の実施形態及び異なる実施形態を実施すること、及び、実施形態の多くの詳細が、様
々な明らかな観点における変形形態を実施することを可能にする。従って、図面及び詳細
な説明は、例示目的であり、発明を制限するものとみなされるべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】デジタル情報の意味付け及び情報検索のための典型的な環境を示すブロック図で
ある。
【図２】図１の環境内で用いられる主要な要素を示す機能ブロック図である。
【図３】ルータに関する二つの異なるサンプルウェブページのスクリーンショットを例と
して示す図である。
【図４】二つの異なるルータのトピックに関する記事に対する特徴的な語及びｎグラムを
、例として示す図である。
【図５】二つの異なるルータのトピックに関する広告を例として示す図である。
【図６】図５のルータの広告に関するランディングページに関する最高位である特徴的な
単語を、例として、示す図である。
【図７】ルータのトピックに関する共通の特徴的な語を、例として示す図である。
【図８】ルータのトピックに関する共通の特徴的な語を、例として示す図である。
【図９】一実施形態に合致するコミュニティに基づいて広告する語のあいまいさを除去す
る方法を示すフロー図である。
【図１０】図９の方法を用いて、情報を特徴付けるルーティーンを示すフロー図である。
【図１１】図１０のルーティーンを用いて、粗いトピックモデルを作るルーティーンを示
すフロー図である。
【図１２】図１１のルーティーンを用いて、特徴的な単語のスコアを任意に調整するルー
ティーンを示すフロー図である。
【図１３】図９のルーティーンを用いて、社会的コミュニティを広告と比較するルーティ
ーンを示すフロー図である。
【図１４】図１３のルーティーンを用いて、別の評価指標を判断するルーティーンを示す
フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　デジタル情報の意味付けと検索は、関連しているが、異なる動作である。前者は、デジ
タル情報のインフラストラクチャによって達成される意味付けに関連するものであり、イ
ンターネット、単独のコンピュータシステム、及び、開放したデジタル情報のリポジトリ
のような、公共のデータネットワークが含まれる。後者は、デジタル情報のインフラスト
ラクチャからの情報の検索及び発掘に関連するものであり、このインフラストラクチャは
、社会的なインデックスを通して、若しくは、別の情報源によって、トピックごとに統合
される。図１は、デジタル情報の意味付け及び情報検索のための典型的な環境１０を示す
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ブロック図である。社会的なインデックスをつけるシステム１１及びトピック検索システ
ム１２が、連携して機能し、意味付け及び検索をサポートする。
【００１７】
　一般的には、デジタル情報は、デジタル形式で利用可能な情報の集積物である。情報の
量に制約はなく、そのことは集積及びトピックの範囲が継続的に成長し、大きさやテーマ
に関する固定した境界が無いことを意味する。インターネットのようなデジタルデータの
通信ネットワーク１６は、デジタル情報を交換するためのインフラストラクチャを提供す
る。他のデジタル情報交換インフラストラクチャ、例えば私企業のネットワークであって
もよい。
【００１８】
　ネットワーク１６は、情報集積物に存在する多様で分散的な情報源と、該情報集積物に
アクセスするコンシューマとの相互接続を可能にする。著者、編者、協力者、外部寄与者
は、継続的に、記事、ウェブページなどをネットワーク１６に掲載し、これらは、ウェブ
サーバ１４ａ、ニュース集積サーバ１４ｂ、投票可能なニュースサーバ１４ｃ、その他の
情報ソースを通して、分散されたデータの集積物として維持される。これらのソースは、
それぞれウェブコンテンツ１５ａ、ニュースコンテンツ１５ｂ、及び、一般によって投票
され若しくは”審査”されたコンテンツ１５ｃを、ネットワーク１６にアクセスするユー
ザに提供する。このアクセスは、例えばパーソナルコンピュータやその他のサーバである
ユーザデバイス１３ａ－ｃを介して行われる。ここでは分かり易くするために、ユーザデ
バイスについてだけ述べるが、サーバその他の非ユーザデバイス情報コンシューマも、同
様に情報集積物内に維持された情報を調査、検索、使用することができる。
【００１９】
　一般に、ユーザデバイス１３ａ－ｃは、ウェブブラウザ若しくは類似のアプリケーショ
ンを実行する、ウェブ動作可能なデバイスであり、サーバ１４ａ－ｃに対するインターフ
ェースをサポートするとともに、サーバ１４ａ－ｃとの間における情報の交換及び検索を
サポートする。ユーザデバイス及びサーバは、汎用目的のプログラム可能な計算デバイス
に見られる中央処理装置、メモリ、入力／出力ポート、ネットワークインターフェース、
及び、不揮発性格納部等を含む。ただし、これら以外のものを含んでもよい。さらに、サ
ーバ１４ａ－ｃの代わりに、若しくは、サーバ１４ａ－ｃに加えて、別の情報ソースを含
んでもよいし、ユーザデバイス１３ａ－ｃの代わりに、若しくは、ユーザデバイス１３ａ
－ｃに加えて、別の情報コンシューマを含んでいてもよい。
【００２０】
　デジタル情報の検索は、意味付けを補完する。一実施形態においては、トピックの検索
システム１１は、社会的インデックス付与システム１２に統合される。社会的インデック
ス付与システム１１によって提供されるトピックの編成は、トピック検索システム１２に
よって有用に利用される。ただし、別のインデックス付けのソースを用いることもできる
。例えば、その開示が引用により組み入れられる、２００９年１月１５日出願の、審査係
属中である、一連番号１２／３５４，６８１の同一出願人による米国特許出願に記載され
たように、ユーザデバイス１３ａ－ｃからの検索クエリが、インデックスの全体、あるい
は焦点を合わせた単一のインデックスに対して実行され、そして、動的に焦点が合わせら
れ、トピック的に関連付けられた一連のインデックス及びそれらの先頭のトピック、若し
くは、焦点が合わされた単一のインデックス内にある先頭のインデックスが、それぞれ、
トピック検索システム１２によって、サーチ結果を表示するために生成される。さらに、
社会的インデックス付けのトピックに応じて構築された側面を利用して、検索された情報
を持つ広告にたどり着くために用いられる目標付けを明確にすることによって、オンライ
ン広告をトピック検索及びその他の検索動作に組み入れることができる。
【００２１】
　ユーザの観点では、デジタル情報の検索のための環境１０は、単一の情報ポータルのよ
うに見えるが、実際の裏側には、論理的には別々の、しかしながら統合された一連のサー
ビスがある。オンライン広告は、アドオン方式で、検索に加えられる。図２は、環境１０
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で用いられる主要な要素２０を示す機能ブロック図である。この要素は、オンライン広告
に焦点を合わせたものである。発見、予想、オリエンテーションなどの、別の関連した動
作を行うために、追加の要素、若しくは、機能モジュールが必要となる場合がある。
【００２２】
　要素２０は、同じ計算プラットフォーム、若しくは、別々の計算プラットフォームによ
って実行される情報収集２１、広告２３、ユーザサービス２６モジュールに大まかに分類
される。情報収集モジュール２１は、入来コンテンツ２７を開放された情報ソースから入
手する。入来コンテンツ２７は、新しいデジタル情報を情報集積物から継続的に取り入れ
るメディアコレクタによって集められる。入来コンテンツ２７を、典型的には、構築され
たリポジトリに格納するか、若しくは、実際のコピーを保持する代わりに、入来コンテン
ツに対するハイパーリンク若しくは引用を保存することによって、間接的に格納すること
ができる。その上、入来コンテンツ２７は、初めに格納されていた表現とは異なる複数の
表現を含むことができる。異なる表現を用いることによって、タイトルを表示すること、
記事の要約を表現すること、トピックの分類の軌跡を維持すること、及び、きめ細かいト
ピックモデルを導いて利用することなどが容易になる。記事の中の言葉をせき止め、トー
クン形式化、マイナスの句点付け、大文字化、などをされて保存することができる。その
上、社会的インデックス付けシステム１１によって作成されるきめ細かいトピックのモデ
ルは、入来コンテンツ２７をかなり抽象化した変形版として表され、そこでは多くの単語
が捨象され、単語の頻度が保持される。
【００２３】
　入来コンテンツ２７は、好ましくは少なくとも一つのトピックの社会的インデックス２
９の下で社会的インデックス付けを用いて、編集される。トピックの社会的インデックス
２９は、情報集積物内の全ての情報を対象とする、より大きい一連のトピックインデック
ス３３の一部とすることができる。別の実施形態においては、その開示が引用により組み
入れられる、同一出願人による、審査継続中の、２００８年８月１２日出願の一連番号１
２／１９０，５５０の米国特許出願のように、トピックのインデックス２９は、社会的イ
ンデックスシステムを介して作られるエバーグリーンインデックスとすることができる。
エバーグリーンインデックスは、新しい入来コンテンツ２７が、一又はそれより大きいイ
ンデックスにおけるトピックの下に新しい情報が落ちるか否かをテストするために用いら
れる有限状態パターンのような、きめ細かいトピックモデルを含む。社会的インデックス
システムは、トレーニング教材を起動する管理された装置学習を、トピックインデックス
２９にそれぞれのトピック及びサブトピックに対するきめ細かいトピックモデルに適用す
る。トレーニングされた時点で、エバーグリーンインデックスを、インデックスの外挿法
のために用いて自動的に新しい情報を予め選択された主題領域のトピックの下で分類する
ことができる。
【００２４】
　図９に関連して以下に説明が始められるように、広告モジュール２３は、オンライン広
告の目標付けのあいまいさを除去する。広告モジュール２３は、社会的なコミュニティ各
々に対する一連のコミュニティの特性３２を生成する特性付与サブモジュール２４を含む
。別の実施形態においては、特性付与サブモジュール２４は、代わりに、それぞれのオン
ライン広告主に提供された広告３４に対する一連の広告の特徴３５を生成する。さらに、
広告モジュール２３は、類似性評価指標を判断することによって、広告コンテンツ３４を
比較して、適合させる比較サブモジュール２５を含む。この類似性評価指標は、それぞれ
の広告主の製品若しくはサービスに最も強く関連しているトピックを持つ社会的コミュニ
ティを特定する。別の実施形態においては、その開示が引用により組み入れられる、同一
出願人によって２００９年５月５日に出願され、審査継続中の米国特許出願一連番号１２
／４３６，０６０に記載されるように、オンライン広告は又、ユーザが特に関心を持つ記
事若しくは社会的インデックスの一部に関連するトピックを特定することによって、範囲
を広げられる。一連のトピックのインデックス２２、コミュニティ３２、広告３４、及び
、広告の特徴３５は、集約されたストレージ２８に保持される。
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【００２５】
　最後に、ユーザサービスモジュール２６は、フロントエンドをユーザ３０ａ－ｂに提供
し、一連のトピックのインデックス２２及び入来コンテンツ２７にアクセスし、一連のト
ピックのインデックス２２、若しくは、一つのトピックのインデックス２９に対して、検
索クエリを実行し、検索結果にアクセスする。さらに別の実施形態においては、それぞれ
のトピックのインデックス２９は、“増大した”コミュニティとして知られるユーザのコ
ミュニティに結び付く。そのコミュニティは、中心的な課題領域に対して継続的な関心を
持つ。そのコミュニティは、それぞれのトピックに分類された記事に投票する３０ことに
よって引用される情報を“検査する”。
【００２６】
　オンライン広告のライフサイクルには、広告収入を稼ぐことに関連した三つのイベント
がある。一つ目は、ウェブページに広告を表示するときに常に発生する表示イベントであ
る。表示若しくは表現の回数は、ＣＰＭ（千回の表示若しくは“千人”に対する表示当た
りのコスト）プライスモデルの応じた計算の基礎になる。二つ目は、ユーザが表示された
広告の上をクリックするときに常に発生するクリックを介するイベントである。クリック
を介するイベントの数は、通常の場合には、ＣＰＣ（クリック当たりのコスト）プライス
モデルに応じた収入を計算するための基礎となる。三つ目には、記録若しくは商品の購入
のような、ユーザが、広告主のサイトに対して行動を取るときに常に発生する会話イベン
トである。一般的には、広告主は、会話イベントに関する統計を管理しており、期待され
る会話の比率及び潜在的な収入の見積もりに基づいて、ＣＰＭ、若しくは、ＣＰＣ広告に
対して支払う額を見積もる。
【００２７】
　適切に適合したコンテンツに対する目標付け、及び、適合したウェブページ内でのオン
ライン広告の適切な配置は、潜在的な収入に影響を与える。収入を得る機会が、効果のな
い目標付けによって失われることがある。配置の悪い広告は、目立たず、見落とされるか
、単に無視されることがある。社会的インデックスは、目標付けを改良し、オンライン広
告の配置をよりよいものにすることができる。社会的インデックス付けは、トピックに応
じて編成された主題の領域に記事を表示し、ユーザが、すばやく特定のトピックに関する
情報にアクセスするために役立つ。その上、一人のユーザより多い観衆が興味を持つ記事
を編成するコミュニティによって、社会的インデックスは、用いられる。従って、社会的
インデックスは、オンライン広告に用いることができ、ユーザをコミュニティに分類する
情報サービスに広告をターゲットする。このことによって、潜在的な広告収入を増加させ
る一方で、ユーザを特定する行為を避けることになる。
【００２８】
　従来は、広告主に提供されたキーワードのみによって、オンライン広告を目標付けして
いたので、文意的なあいまいさ及び不適切な配置のリスクを招いていた。図３は、ルータ
に関する二つの異なるサンプルウェブページ４１、４２のスクリーンショット４０を例と
して示す図である。例えば、キーワード“ルータ”は多くの意味を持つ。ある意味におい
ては、ネットワークルータに関するＷｉｋｉｐｅｄｉａのウェブページ４１の説明による
と、ルータは、ネットワークメッセージの交通を管理するデバイスである。別の意味にお
いては、木工機械に関する特殊なルータツールに関するウェブページ４２の説明によると
、ルータは、木工のパワーツールである。
【００２９】
　ルータに関する記事の間で、これらの二つのウェブページ４１、４２は、ユーザの異な
るコミュニティにとっての潜在的な関心事になる。ネットワークルータのウェブページ４
１は、コンピュータ通信、及び、ネットワーク通信を構築するためのルータの使い方に興
味を持つ人々の関心事になる。木工のルータのウェブページ４２は、木工ツールに興味を
持つ建具職人の関心事になる。図４は、二つの異なるルータトピック５１、５２に関する
記事に対する特徴的な単語５３、５４及び最高位のｎグラム５５、５６を、例として示す
図である。木工ルータ５１を表す表は、ルータに興味を持つ建具のコミュニティに関する
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いくつかの記事にわたって、判断された。特徴的な単語の表５５は、記事内に現れる全て
の単語を特定することによって、判断された。このシステムは、単語出現頻度－逆文書出
現頻度（ＴＦ－ＩＤＦ）の重み付けを用いて、ルータに関する記事内に存在するそれぞれ
の単語の出現頻度を数えた。選択した記事内にあるそれぞれの単語の出現頻度を、より大
きな情報集積物内にある言葉の頻度で割って、独自性の見積もりを算出する。
【００３０】
　この計算は、より大きな情報集積物内よりも、一連の記事内の方が、頻度が大きくなる
単語を特定する、つまり、主題において、特徴的な単語を特定する。この数字は、１００
で規格化して、表に分類した。木工ルータに関する記事内の単語の中で、最も特徴的な単
語は、“ツール”であり、これに続いて、“ルータ”“アクセサリー”“デウォルト”“
マキタ”などから“ショップ”までがあった。最も頻出なｎグラム５５の表は、同じ一群
の記事の中で見つかった隣接語の列を用いて、特徴的な単語で構成される。最も頻出のｎ
グラムは、“パワーツール”続いて“カットアウトツール”及び“ポータアクセサリ”な
どであった。ネットワーキングルータを表す表は、ルータに関心を持つコンピュータネッ
トワーキングのコミュニティに関連する幾つかの記事にわたって、同様に判断された。同
じ計算が実行されて、その結果は、特徴的な単語５４及び最高位のｎグラム５６の得られ
たテーブル内において、顕著な違いを示す。最も特徴的な単語は、“データシート”続い
て“ジュニパー”“ネットワーク”“シリーズ”“サービス”などから“シスコ”までで
あった。最高位のｎグラムは、“ジュニパーネットワーク”続いて、“ファイアウォール
ｉｐｓｅｃ”“セキュリティプロダクト比較”などであった。これらのリストは、コミュ
ニティの関心事を示す、情報集積物内にある記事に由来している。計算した数字は、情報
集積物の大きさが大きくなるにつれて、安定する。サンプリング技術をドキュメント群に
わたって用いることができ、計算時間を制限するだけでなく、例えば、サブトピックによ
って、より新しい記事に対して、若しくは、高くランク付けをされた記事に対して、故意
に、計算にバイアスをかけることもできる。
【００３１】
　これらの表５３－５６は、一連の記事の主題を特徴付けるように意図された表現の例で
ある。類似の表現は、“タグの雲”のような視覚的な表現の生成の基礎になる。関連する
一群の計算は、特定の言葉の“近隣”に現れる言葉を捜す。例えば、情報の手がかりとし
ての役目を果たす記事内、若しくは、ドキュメント群にわたって、“ルータ”近隣の４０
語のウインドウに現れている言葉の頻度を反映するように、捜す。さらに別の表現を用い
てもよい。
【００３２】
　文意のあいまいさの解消方法は、例を用いて説明することができる。ネットワークリキ
デイタは、ウェブ上で営業を行う、ルータのような改造機器を提供する架空の企業である
。ルータヘッドクウォータは又、木工のルータのアクセサリー及びツールに特化する架空
の小売店である。両方の会社は、キーワード“ルータ”を用いて、２００８年１月にウェ
ブ上で広告された。図５は、これらの会社に対する二つの異なるルータのトピックに関す
る広告６１、６３を、例として示す図である。図５は又、それぞれの広告の上でクリック
することによって、たどり着く“ランディングページ”と呼ばれるウェブページ６２、６
４を示す。ルータヘッドクウォータのランディングページ６２は、約２，８００語を持ち
、ネットワークリキデイタのランディングページ６４は、８００語を持つ。これらの会社
の広告する製品は、全く異なっているので、製品は、異なる関心を持つ人々にアピールす
るであろう。
【００３３】
　市場の区分は、広告をユーザのコミュニティに適合することを要求する。最高位の特徴
的な単語のリストは、市場の区分に関する情報源の一つであり、図３に関連して上述した
ように、判断される。図６は、図５のルータの広告に関するランディングページ６２、６
４に関する最高位である特徴的な単語を、例として、示す図である。ルータヘッドクウォ
ータに関する最高位の特徴的な単語を示す表７１は、左側にあり、ネットワークリキデイ



(10) JP 2010-55616 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

タに関する最高位の特徴的な単語を示す表７２は、右側にある。図７及び８は、ルータの
トピックに関する共通の特徴的な単語を、例として、示す図である。図７を参照して示さ
れる表を最初に参照すると、ネットワークリキデイタに関する広告は、ネットワーキング
のコミュニティとの共通点を多く持ち、ルータヘッドクウォータに関する広告は、木工の
コミュニティとの共通点を多く持つ。
【００３４】
　この評価指標の変形は、より表示的であってもよく、幾分簡単に計算を行う。一般的に
、解析に利用できる情報集積物は、製品に対してよりもコミュニティに対しての方が、よ
り大きくなると予期される。したがって、特徴的な単語の計算は、コミュニティに対して
の方が、広告に対してよりも意味があるであろう。図８に関連して示される図を次に参照
すると、広告のランディングページに現れるユーザコミュニティに関する特徴的な単語が
、判断される。この場合には、ネットワークコミュニティからの８つの特徴的な単語が、
ネットワークリキデイタのランディングページ６４に現れ、木工のコミュニティの最高位
の特徴的な２５の単語全てが、ルータヘッドクウォータのランディングページ６２に現れ
た。
【００３５】
　広告は、トピック検索の結果と共に表示するか、別の動作と協同して表示してもよい。
例えば、ユーザが、ニュースページ、若しくは、ウェブページにあるインデックス内のト
ピックス上に存在する、ストーリー若しくはトピックをたどることによって、情報を減ら
すことができる。これらの両出発点は、より深い位置に編成された社会的インデックスの
情報にユーザを導き、トピックによって情報を表示するいずれのページも、潜在的に広告
に役立つ場所である。一般的に、ユーザが、より深い位置にある社会的インデックスに行
くほど、専門化したトピックが増え、潜在的に、より正確に目標付けをした広告になる。
このような情報への道は、直接的に記事を調べることを介して、トピックの検索を実行す
ることによるか、若しくは、情報を探して、情報にアクセスする別の手段によって、結果
的に、情報的な軌跡若しくはトピックの軌跡をたどる。
【００３６】
　したがって、共通のトピックの社会的インデックスからのコミュニティ情報を用いて、
オンライン広告がオンラインコミュニティに目標付けされる。目的は、言葉の意味及び感
覚におけるあいまいさによる影響を受ける、広告の不適切な配置を減らすことである。社
会的インデックス付けの文意において、コミュニティは、主題領域の周りで編成される。
それぞれのコミュニティは、システムが周期的に収集して、解析する一連のオンラインの
情報源を特定する。社会的インデックスは、一連のインデックスの入力を具体化する。そ
の入力は、収集された記事に自動的に適合され、それが、トピックによって素材の表現を
編成できるようにする。システムに投票するコミュニティは、収集された記事を質によっ
てランク付けするために用いられる。
【００３７】
　それぞれの社会的インデックスが、オンラインユーザの社会的コミュニティによって、
選択されるトピックに応じて分類されたトピック的に関連した記事にわたって、コンテン
ツの解析を集める。したがって、オンライン広告は、特定のウェブページの内容若しくは
ユーザのプロフィール単独でターゲットされるのではなく、むしろ、提供される基礎的な
製品若しくはサービスに対する関心を最も持とうとする社会的なコミュニティに適合され
る。図９は、一実施形態に合致するコミュニティに基づいて広告する語のあいまいさを除
去する方法８０を示すフロー図である。方法８０は、例えば、一般的な目的でプログラム
された、サーバのようなコンピュータによって、一連のプロセス若しくは方法のステップ
として、実行される。
【００３８】
　社会的コミュニティの情報を用いて、目標付けにおける誤った肯定判断を減少させるこ
とによって、広告収入の潜在性を改善することが可能である。全てのオンライン広告主は
、広告オークションを成功的に落札するか、若しくは、別の配置基準を満たすことによっ
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て、配置される広告コンテンツ３４を特定する。目標付けを促進するために、それぞれの
広告主は、キーワード及び情報のサンプルを特定する（ステップ８１）。広告の“ランデ
ィングページ”すなわち、クリックイベントに続いて提供されるウェブページ上に見つか
るように、情報のサンプルは、提供される製品若しくはサービスの説明を含んでもよい。
追加的な製品情報が又、広告主によって、提供される。
【００３９】
　効率的なマーケッティングのセグメント化をするためには、オンライン広告を関連ある
社会的なコミュニティに適合させる必要がある。オンライン広告主に提供される情報のサ
ンプル、及び、それぞれの社会的コミュニティに属する社会的インデックスの下に現れる
トピックの両方を特徴付けることによって、その適合化を達成することができる。広告主
各々の情報のサンプルを特徴付けること（ステップ８３）によって、それぞれの潜在的な
広告を、広告主の製品若しくはサービスと共通点を最もたくさん持つ社会的コミュニティ
に適合するようにする。潜在的な広告に適合する代わりにそれぞれの社会的コミュニティ
のトピックを特徴づけること（ステップ８２）によって、同等の適合結果を得るが、計算
の効率性を向上させることも魅力的である。社会的なコミュニティは、社会的インデック
スを用いて、主題領域の周辺に編成される。それぞれのコミュニティは、一連のオンライ
ン情報源を特定する。その情報源から、社会的インデックス付けシステム１１は、周期的
に新しい記事を集めて、解析する。それぞれの社会的インデックスは、トピックによって
記事の表現を自己編成するために、集められた記事に適合する一連のインデックスの入力
を具体化する。追加的に、コミュニティの投票は、質によって、集められた記事にランク
付けをする。
【００４０】
　一般的に、社会的インデックス付けを介して解析するために利用できる情報集積物は、
社会的なコミュニティに関連するものとして、広告されるべき製品若しくはサービスに関
する情報サンプルよりも、とても大きい。２００９年１月１５日に出願した一連番号１２
／３５４，６８１の同一出願人による米国特許出願に記載されたように、インデックス内
にある情報の特徴付けを、例えばトピックに基づいた検索をサポートするような複数の目
的で用いることができる。当該出願は、審査中であり、その公開公報は、参照により、本
明細書に組み込まれているものとする。図１０に関連して以下から記載するように、結果
的に、一実施形態においては、それぞれの社会的なコミュニティに対する社会的インデッ
クス内にあるトピックを特徴付けるが（ステップ８２）、別の実施形態においては、それ
ぞれのオンライン広告主に対する情報のサンプルを特徴づける（ステップ８３）。
【００４１】
　したがって、図１３を参照して、以下に記載されるように、それぞれの社会的コミュニ
ティの特徴付けされた情報は、オンライン広告主の情報サンプルと比較され（ステップ８
４）、そのサンプルから類似の評価指標が生成される。別の実施形態においては、広告主
の特徴付けされた情報は、それぞれの社会的コミュニティに対する社会的インデックス内
にあるトピックと比較される。それぞれの類似性評価指標を、直接的にオンライン広告主
に、並びに、オンライン広告の場所を監視することによって、課金される出版者、広告ブ
ローカー、若しくは第三者集団に、提供することができる。また、類似性評価指標を、ア
プリケーションプログラミングインターフェースを介して、第三者集団の広告サーバ、若
しくは、別の外部システムに提供することができる。
【００４２】
　社会的コミュニティを基にした目標付け広告の配置は、広告が適切で明確な文意で存在
することを確保する。従って、広告コンテンツは、最も密接に適合する社会的コミュニテ
ィの社会的インデックスに関するトピックの下で存在する記事の中に配置される（ステッ
プ８５）。落札するキーワードの入札に基づいて、オークションスタイルの形式若しくは
別の広告主間でのコンペティションを用いて、或いは、別の配置基準によって、広告を配
置することができる。別の実施形態においては、広告主のキーワードは、社会的なコミュ
ニティの情報にキーワードオークションを用いないで、適合される。例えば、広告主は、
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広告及び情報サンプルを提供し、広告の配置に入札する。広告主は、関連するコミュニテ
ィに適合し、広告の選択がオークションのみによって判断されるであろう。クリックの見
込み及び関連する技術は、キーワードオークションと同様の方法で提供されるであろう。
【００４３】
　別の実施形態においては、オンライン広告は、明確な社会的コミュニティよりもあいま
いなコミュニティを用いて、目標付けされる。あいまいなコミュニティは、例えば、クリ
ック、及び、場合によっては会話イベントについての統計を取ることによって、秘密裏に
判断され得る。クリック率が高いウェブページの特徴を解析し、特徴的な単語、若しくは
、別の兆候によってウェブページを集める。あいまいなコミュニティに対する関心を持つ
であろうトピック若しくは主題は、このようにして、特定される。
【００４４】
　オンライン広告によって提供されるサンプル、若しくは、それぞれの社会的コミュニテ
ィに社会的インデックスの下で現れるトピックのいずれか、又は、それらの両方を、類似
性評価指標の比較及び判断の前に特徴付けなければならない。図１０は、図９の方法８０
を用いて、情報を特徴付けるルーティーン９０を示すフロー図である。それぞれの情報源
、つまり、広告主の情報のサンプル、若しくは、社会的コミュニティの社会的インデック
スからのトピックのいずれか、からの情報が、一又はそれより多い特徴付け技術を用いて
、特徴付けされる（ステップ９１－９５）。
【００４５】
　例えば、図１１及び図１２に関連して以下に記載されるように、一連の特徴的な言葉の
トピックモデルが、情報の中で現れる全ての言葉の頻度特定することによって、一連の特
徴的な単語のトピックモデルを形成する（ステップ９２）。別の実施形態においては、一
連の隣接する特徴的な単語である、最も頻繁に現れるｎグラムを、一つずつの特徴的な単
語の代わりに、決定することができる。別のサンプリング技術が、情報に対して用いられ
て、計算時間を制限するだけでなく、より新しい記事に対して、若しくは、高いランク付
けをされた記事に対して、例えば、“タグクラウド”のような視覚的な表示を用いて、サ
ブトピックに応じて、故意に計算にバイアスをかけることができる（ステップ９３）。関
連する一群の計算は、任意の言葉の“近隣”に現れる言葉を評価する。例えば、特定の言
葉の４０語のウインドウに現れている言葉の頻度を決定して、“情報の手がかり”を提供
する（ステップ９４）。その上、前述の一連の特徴付け技術は、網羅的ではなく、別の技
術を採用し、受け入れられる結果を提供することができる。
【００４６】
　特徴的な単語は、オンライン広告主に提供された情報のサンプルを特徴付ける手段にな
る以外にも、それぞれの社会的なコミュニティに属する社会的インデックスの下に現れる
トピックを特徴付ける手段になる。特徴的な単語、若しくは、“粗い”トピックモデルは
、より大きな情報情報集積物内で、別の単語よりも頻繁に現れる単語を特定する。したが
って、トピックモデルは、主題領域において、特徴的な単語を見つける。
【００４７】
　粗いトピックモデルを、オンライン広告の目標付けの前に予め計算することができる。
図１１は、図１０のルーティーン９０と共に用いる、粗いトピックモデルを作るルーティ
ーン１００を示すフロー図である。粗いトピックモデルは、特徴的な単語、及び、それぞ
れの特徴的な単語の相対的重要性を反映したスコアを含む。
【００４８】
　特徴的な単語は、トピックに関するテキストを区別するのに役立ち、典型的には、適切
な情報集積物内の記事から選択された言葉である。その情報集積物は、ウェブページ、電
子書籍、若しくは、その他の印刷された素材のように利用できるデジタル情報を含むこと
ができる。最初に一連の若しくはランダムに抽出した記事を、情報集積物から選択する（
ステップ１０１）。特徴的な単語の基準及び発生頻度は、選択した記事から抽出される（
ステップ１０２）。インデックス２９内のトピックに対する基準は、インデックス２９の
情報集積物に応じて、判断される。一式のインデックス２２に対する基準は、個別のイン
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デックス２９の全てに対するコーポラである、システム全体の情報集積物にわたって計算
される。待ち時間を縮めるために、基準を満たすそれぞれの特徴的な単語の存在の頻度を
予め計算することができる。一実施形態においては、インデックス内にあるトピック下に
存在する記事の数が、例えば一時間ごとに計測される。周期的に、記事の数が、１０パー
セントのように予め決められた量の差で、変化した場合には、存在の頻度が再度決定され
る。
【００４９】
　次に、一般的にユーザに選択された一連のポジティブトレーニングの例が得られる（ス
テップ１０３）。このポジティブトレーニングの例は、前述されたように、エバーグリー
ンインデックスに関するきめ細かいトピックモデルを構築するときに管理された学習の際
に用いられたものと同じ一連の記事とすることができる。別の実施形態においては、きめ
細かいトピックモデルと合致する記事の例が、ポジティブトレーニング例の代わりに用い
られる。特徴的な単語が、ポジティブトレーニング例から抽出されて、ポジティブトレー
ニング例の中にあるそれぞれの特徴的な単語の存在する頻度が、決定される（ステップ１
０４）。計測若しくはスコアが、例えば、ＴＦ－ＩＤＦの重みを用いて、それぞれの特徴
的な単語に割り当てられる。この語頻度－逆文献頻度（ＴＦ－ＩＤＦ）の重みは、ベース
ライン内にあるそれぞれの特徴的な単語の出現頻度に対するポジティブトレーニング例の
内にあるそれぞれの特徴的な単語の出現頻度との比を特定する（ステップ１０５）。図１
２に関連して以下に示すように、それぞれの特徴的な単語のスコアを調整して（ステップ
１０６）、トピックに対して特徴的な単語の重要性を向上させるか、若しくは、低下させ
ることができる。最終的には、オンライン広告要求処理段階で用いるための特徴的な単語
及びスコアの表が生成される（ステップ１０７）。特徴的な単語及びスコアをリストにし
て、この表を整理し、集めることができる。別の型の表も可能である。
【００５０】
　異なる“アクター”が、粗いモデルを作るという動作を実行する。システムは、一連の
、若しくは、ランダムに抽出した記事を選択し、基準を判断する。人間であってもよいイ
ンデックス管理者は、ポジティブトレーニングの例を選択する。残りのステップが、シス
テムによって実行される。ポジティブトレーニング例の選択を、前もって、ルーティーン
におけるあらゆる別のステップより先に完了することができる。ルーティーンは、入力と
して、情報集積物内にある一連の記事、及び、ポジティブトレーニング例として指定され
た情報集積物から一連の記事を受け取る。ポジティブトレーニング例が、きめ細かいモデ
ルと合致する記事である場合においては、同じことが認識される。ここで、２００９年１
月２７日に出願した一連番号１２／３６０，８２５の同一出願人による米国特許出願に記
載されたように、きめ細かいモデルは、トピックラベルに基づいたきめ細かいパターンを
作る“初期トレーニングアルゴリズム”に由来する。当該出願は、審査中であり、その公
開公報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。きめ細かいトピックモ
デルを作るこれらの二つのアプローチは、“初期トピックトレーニング”及び“例に基づ
くトピックトレーニング”と呼ばれる。
【００５１】
　それぞれの特徴的なスコアは、存在頻度の生の比率を反映している。図１２は、図１１
のルーティーン１００を用いる特徴的な単語のスコアを、任意に調整するルーティーン１
１０を示すフロー図である。試行錯誤的に、それぞれの特徴的な単語のスコアを文脈に応
じて多くの方法で調整することができる。例えば、めったにない言葉、つまり、情報集積
物、若しくは、引用した一連の素材内で最小の回数より少ない回数で現れる言葉のスコア
を、例えば、２５パーセント圧縮、若しくは、縮小することができる（ステップ１１１）
。同様に、文字数の最小となる閾値より短い言葉のスコアは、同様のパーセントで圧縮す
ることができる（ステップ１１２）。なぜなら、短い言葉は、トピック的に重要な意味を
持たない場合が多いからである。反対に、ラベル若しくはタイトル内にある言葉は、強く
トピックの内容を反映しているので、それらのスコアは、例の中に存在する言葉に比べて
何倍も押し上げられて、増加する（ステップ１１３とステップ１１４それぞれ）。典型的



(14) JP 2010-55616 A 2010.3.11

10

20

30

40

50

には、全てのラベルの言葉は、特徴的な単語として含められる。最後に、ラベル語に近接
して存在する言葉、つまり、近接語　及び、セットウインドウ内にあるラベル語の周囲に
存在する“近隣”語のスコアは、押し上げられる（ステップ１１５）。規格化された閾値
が、近接語及び近隣語の選択中に採用される。最大スコアの８パーセント及び１５パーセ
ントの初期の閾値がそれぞれ、近接語及び近隣語に、８語のセットウインドウの大きさを
伴って、それぞれ採用される。別の代表的な閾値及び長さを用いることもできる。最終的
に、特徴的な単語のスコアは、規格化される（ステップ１１６）。最高のスコアを持つ特
徴的な単語は又、最も固有の言葉であり、そのスコアを１００パーセントに設定する。残
った特徴的な単語のスコアは、最高のスコアを基にして、拡大縮小される。したがって、
特徴的な単語の選択を完了した時点で、インデックス内にあるそれぞれのトピックは、情
報集積物からサンプリングされた題材に応じて、規格化された特徴的な単語に関連して表
現された粗いトピックモデルを持つ。
【００５２】
　最もよく適合した候補となるコミュニティが、それぞれの社会的コミュニティの特徴的
な情報を、オンライン広告の情報サンプルと比較することによって、選択される。相性の
良し悪しは、比較動作を定量評価する類似性評価指標によって測定される。図１３は、図
９のルーティーン８０を用いて、社会的コミュニティを広告と比較するルーティーン１２
０を示すフロー図である。それぞれの社会的なコミュニティによって、特徴付けられた情
報が、一又はそれより多い比較技術を用いて、比較される（ステップ１２１－１２９）。
この比較技術は、以下のものを含む。
【００５３】
　情報サンプル内に現れるコミュニティの特徴的な単語の計数（ステップ１２２）。最高
位の特徴的な単語は、上述のように、それぞれの社会的なコミュニティごとに計算される
。広告主のランディングページ、若しくは、別の情報サンプル内に現れる最高位の特徴的
な単語の数は、製品若しくはサービスに対する社会的コミュニティの潜在的な興味を反映
する類似性評価指標になる。最も関連ある広告は、対応する情報サンプル内に最も多く現
れる特徴的な単語を含む。
【００５４】
　コミュニティの特徴的な単語の数の重み付け（ステップ１２３）。追加の重みをそれぞ
れのコミュニティの最も特徴的な単語に与える。類似性評価指標は、広告主のランディン
グページ内に現れる重み付けした特長的な単語の数である。別の実施形態においては、追
加的な重みは、ランディングページ、若しくは、別の広告主の情報サンプル内に繰り返し
現れる特徴的な単語に与えられる。
【００５５】
　ベクトル空間距離（ステップ１２４）。ベクトル空間に対する確率的アプローチは又、
関係性の評価に用いられる。単語ベクトルは、ベクトル空間内にある点として扱われる。
二つの点がベクトル空間内で近いほど、関係性の評価が高くなる。関係性の評価は、語の
使い方に基づいて、任意の大量のドキュメント内に、同じ特徴的なサンプルから任意の記
事が引き出される確率として、再計算される。例えば、二つのベクトルの距離は、それぞ
れの語の係数の差の二乗の平方根を取ることによって計算される。単語ベクトルが、おお
むね同じ係数を全ての語に対して持つならば、二つの語のベクトルは、近くにある。完全
に一致したとき、距離は、ゼロであろう。別の実施形態においては、次元低下技術を用い
て、高い相関がある語を組み合わせることによって、計算上の語の数を減らすことができ
る。
【００５６】
　ベクトル空間の写像（ステップ１２５）。語のベクトルの写像が、測定される。語のベ
クトルの写像が、類似するほど、関係性が増す。それぞれの語の重要性が、重みによって
判断され、関係性の評価が、語のベクトルのドットプロダクトによって、判断される。ド
ットプロダクトは、広告主の製品若しくはサービスの情報を表現する語のベクトル、及び
、コミュニティの関心を表現する語のベクトルの間で計算される。製品若しくはサービス
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情報の最も高いドットプロダクトを持つコミュニティは、そのプロダクトに最も高い関心
があるものとして評価される。
【００５７】
　ｎグラム変動（ステップ１２６）。ベクトル空間の写像は、基本的な要素として個別の
語を捕らえる。しかしながら、その意味を、言葉の並びによって表現されるフレーズを用
いて、代わりに伝えることができる。一般的なｎグラムを、ドキュメントのセット、若し
くは、特徴的な単語の頻度及び特徴的なｎグラムの頻度の組み合わせに対して、判断する
ことができる。
【００５８】
　インデックスパターンの適合に基づいた評価指標（ステップ１２７）。コミュニティの
トピックのインデックスの構造、及び、前もって行われるトピックを認識するパターンの
計算が、抽出される。それぞれのトピックに対するパターンを広告主の情報に対して適合
するように、それぞれのコミュニティのインデックスは、トピックに応じて、広告主の情
報のサンプルを分類する。また、様々な評価指標をそれぞれの社会的コミュニティに対し
て、計算する。例えば、ある類似性評価指標は、パターンがランディングページに適合す
るサブトピックの数を単純に数える。適合するパターンの数、若しくは、パーセンテージ
は、類似性評価指標になり、広告が、社会的コミュニティの関心に関連する場合において
、増加する。
【００５９】
　別の評価指標（ステップ１２８）。類似性評価指標は、社会的コミュニティと広告主の
相性の良し悪しを、測定する。図１４に関連して以下に記載されるように、別の評価指標
が、類似性評価指標の組み合わせを用いて、生成される。
【００６０】
　上述の一連の比較技術は、網羅的ではなく、別の技術を採用して、受け入れられる結果
を提供することができる。類似性評価指標を、広告の配置を用いて、戻す（ステップ１３
０）。
【００６１】
　追加的な評価指標を、別の情報源から取得し、社会的コミュニティの選択を手助けする
ことができる。図１４は、図１３のルーティーン１２０を用いて、別の評価指標を判断す
るルーティーン１４０を示すフロー図である。別の評価指標は、一又はそれより多い技術
を用いて判断される（ステップ１４１－１４６）。この評価指標は、以下のものを含む。
【００６２】
　コミュニティの目的に関するテキスト（ステップ１４１）。それぞれの社会的コミュニ
ティは、コミュニティの目的を表現するテキストの記載を持つことができる。これらの記
載は、潜在的に広告するコミュニティを選択するときに、広告主によって用いることがで
きる。広告のキーワードを見つけるために、この記載を検索し、この記載を、広告のキー
ワードに適合する。また、この記載の中にある単語を広告主の製品若しくはサービスの記
載の中にある単語と比較し、用語的な重なりの指標を提示する。
【００６３】
　活動統計（ステップ１４２）。例えば、アクティブのメンバー、若しくは訪問者に応じ
て、コミュニティの大きさに関するデータを含む、社会的コミュニティのオンラインプロ
フィールから、統計を計算することができる。
【００６４】
　人口動態（ステップ１４３）。広告主は、商品若しくは製品を、社会的コミュニティの
人口動態の情報に適合させる。その人口動態の情報は、コミュニティの社会的インデック
ス内にあるトピックから得られるか、若しくは、アンケート及びサンプリングを集めて得
られる。コミュニティの人口動態は、重複なく、実際のユーザから判断され、コミュニテ
ィのトピックに関心がある人を示す人口サンプルを調べることによって、個人のプライバ
シーが保護される。
【００６５】
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　特徴的な単語の適合（ステップ１４４）。評価指標は、全てのトピックにわたって、社
会的コミュニティによって用いられる特徴的な単語を、広告主の情報の中にある語と比較
することができる。例えば、評価指標は、広告主の情報のサンプルに適合する特徴的な単
語の数を数えることができる。
【００６６】
　適合するトピックを数える（ステップ１４５）。社会的コミュニティのトピックのパタ
ーンに関連するパターンを、広告主の情報のサンプルに適合することができる。例えば、
それぞれのコミュニティに対して、広告主の情報のサンプルに適合するトピックパターン
の数若しくはパーセンテージを評価指標として、用いることができる。
【００６７】
　上述の一連の別の評価指標は、網羅的ではなく、別の評価指標を生成し、コミュニティ
選択プロセスに含めることができる。それぞれの別の評価指標は、広告の配置を用いて、
戻される（ステップ１４６）。
【００６８】
　本発明が、特にその実施形態を参照して示されて記載されているが、本分野の当業者は
、形式及び詳細において、本発明の思想及び範囲を外れることなく、既に述べたあるいは
その他の変更を行うことができることを理解するであろう。当該出願は、審査中であり、
その公開公報は、参照により、本明細書に組み込まれているものとする。
【符号の説明】
【００６９】
１０　環境
１１　システム
１２　トピック検索システム
１３ａ－ｃ　ユーザデバイス
１４ａ　ウェブサーバ
１４ｂ　ニュースの集合サーバ
１４ｃ　投票可能なニュースサーバ
１５ａ　ウェブコンテンツ
１５ｂ　ニュースコンテンツ
１５ｃ　“審査された”コンテンツ
１６　ネットワーク
２０　主要な要素
２１　情報収集モジュール
２２　一連のトピックのインデックス
２３　広告モジュール
２４　特性付与サブモジュール
２５　比較サブモジュール
２６　ユーザサービスモジュール
２７　入来コンテンツ
２８　ストレージ
２９　インデックス
３０　投票する（ユーザ）
３２　コミュニティ
３３　トピックインデックス
３４　広告コンテンツ
３５　特徴
４０　スクリーンショット
４１　ウェブページ
４２　ウェブページ
５１　ルータ
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５２　ルータ
５３　単語
５４　単語
５５　ｎグラム
５６　ｎグラム
６１　広告
６２　ランディングページ
６３　広告
６４　ランディングページ
７１　表
７２　表
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